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I序文
本年報は、平成元年度に実施しました市内における埋蔵文化財の調査成果の概要

を収録するものです。

最近の埋蔵文化財の新発見にはまことに目を見張るものがあり、興味と関心がと

みに高まっていますが、市内の遺跡におきましても、県下はいうまでもなく、日本

の古文化解明に新しいページを加えなければならないような貴重な成果を少なから

ずあげてきています。

東九州の中核都市として躍進する郷土大分を誇りに思い、文化の香る新しい都市

(まち)づくりを進めていく上で、この年報が多くの方々に広く活用されますよう期

待をいたしますとともに、文化財の保護に向けて、今後、いっそうのご理解、ご協

力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

平成２年12月31日

大分市教育委員会

教育長安東 裕

大分市埋蔵文化財調査年報



I例 一

言

1．本書は大分市域において大分市教育委員会文化財室が平成元年４月１日から平

成２年３月31日の間におこなった埋蔵文化財に関する事業内容をまとめた年報で

ある。

2．平成元年度における調査地点は表２および第１図に示している。

3．本書の執筆は第Ⅲ章発掘調査内容の概要の項を各担当者がおこない、文末に

執筆者名を記している。なお、豊後国分寺跡、高崎山城跡の２遺跡に関しては発

掘調査を担当した玉永光洋(大分市歴史資料館学芸係長)の成稿になるものである。

また、第Ⅳ章を除く他の部分については坪根が担当した。

4．第Ⅳ章受贈図書目録は、平成元年４月１日から平成２年３月３１日の期間中に

大分市教育委員会文化財室に受贈された書籍等を掲載した。

5．第Ⅳ章受贈図書目録の作成は佐藤小夜（大分市教育委員会文化財室主任）と

園田まゆみ（大分市教育委員会文化財室臨時職員）による。

6．遺構・遺物の実測、図版の作成等において、河野史郎・橋本信和・渡辺里美・

測野玲子･西嶋スミエ（以下大分市教育委員会文化財室臨時職員）の協力を得た。

７．本文中に掲載した現場写真は各担当者が撮影し、第４～６図に使用した写真に

関しては柴田義弘氏の提供を受けた。

8．本書の編集は讃岐と坪根がおこなった。

大分市埋蔵文化財調査年報
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山村晃

椎原輝男

野尻政文
秦政博

是永和英

佐藤小夜
讃岐和夫

塔鼻光司

坪根伸也

池遷千太郎

1．沿革

大分市教育委員会社会教育課内に文化財係を設置

大分市教育委員会社会教育課文化財係を大分市教

育委員会社会教育課文化財室に改組

昭和51年４月１日

昭和59年６月28日

２．組織

社会教育課課

文化財室室
長
長

l鶏謁育委員会社会教育課文化財室概要

(平成元年度）

(平成２年度～）

主幹

主査

主任

主任技師

主任技師

技師

技術員 (平成２年度～）

大分市文化財室設置規則（抜粋）

昭和59年６月28日教育委員会規則第５号

改正昭和62年９月２９日教委規則第16号

（設置）

第１条文化財行政の円滑な推進を図るため大分市文化財室（以下「室」という｡）

を設置する。

（組織）

第２条室は、教育委員会事務局社会教育課に所属するものとする。

（分掌事務）

第４条室の分掌事務は、次のとおりとする。

（１）文化財調査委員に関すること。

（２）文化財に関すること。

（３）文化財保護思想の普及啓蒙に関すること。

附則抄

（施行期日）

１この規則は、昭和59年７月１日から施行する。

附則（昭和62年教委規則第16号）

この規則は、昭和62年10月１日から施行する。

大分市文化財調査委員会３．大分市文化財調査委員会

大分市文化財調査委員会委員（平成元年５月１日現在）
【氏名】【勤務先・職名】

委員長佐藤真一やまばと幼稚園・園長
副委員長橋本操六大分県総務課・参事
北野隆熊本大学・教授
日高稔宇佐高等学校・教頭
橘昌信別府大学・教授

【担当】
動植物

中世
建造物

地質鉱物

考古埋蔵

１大分市埋蔵文化財調査年報



元
寛
健
尚
立

古
近
美
工
民

大分大学・助教授

大分大学・教授

大分県立芸術会館・主任研究員
大分県立芸術会館・主任学芸員

大分県総務課・主幹

代
世
術
芸
俗

日西別府
豊田

宗像

友永

小泊
子
矢

大分市文化財調査委員会条例

昭和51年３月29日条例第４号

（設置）

第１条地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、大

分市教育委員会（以下「教育委員会」という。）に大分市文化財調査委員会

（以下「委員会」という｡）を設置する。

（任務）

第２条委員会は、教育委員会の諮問に応じて、文化財の保存及び活用に関する重

要事項について調査審議する。

（組織）

第３条委員会の委員は、１０人以内とし、学識経験者のうちから教育委員会が委託

し、又は任命する。

２委員は、非常勤とする。

（任期）

第４条委員の任期は、２年とし、その欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前

任者の残任期間とする。ただし、再任を妨げない。

（委員長）

第５条委員会に委員長及び副委員長を置き、委員が互選する。

２委員長は、委員会の会務を総理する。

３副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

たときは、その職務を代行する。

（会議）

第６条会議は、必要に応じ、委員長が招集する。

２委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開き、議決をすること

ができない。

３委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

委員長の決するところによる。

（部会）

第７条委員会に、教育委員会規則の定めるところにより、部会を置くことができ

る。

（庶務）

第８条委員会の庶務は、教育委員会社会教育課において処理する。

（委任）

第９条この条例に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、教育委員会規

則で定める。

附則抄

（施行期日）

ｌこの条例は、昭和51年５月１日から施行する。

国
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I議鳥度事業概要
１．開発事前審査事業

（１）平成元（1989）年度の概要

大分市域では長期的な安定給水を指向した給水施設等の第４次拡張班莱を実施す

るに際し、建設省の計両している大分川ダムの開発水城に新規水源（水利権）の確

保を決定。これを受け、昭和56年度からの宅地開発事業の規制が緩和されるに蕊っ

た。表１は昭和58年度から平成元年度までの年次別開発事前審査件数と、それらの

審杏に伴う埋蔵文化財の分布調査（現地踏査）、試掘調査件数の推移を示している。

このI|･'で昭和62年～平成元年度にかけての大幅な件数増加が見られるのはM-lの規

制緩和を反映したものである。また、件数の増加もさることながら１件あたりのIlI

i蒲IIIi職の琳人が|ｌウ:ち、Il1請対･象而積での前年度比は数倍におよんでいる。

３大分Ili埋蔵文化財洲在年報

第１図地区別事前審査内容

※図中円グラフの【''心放航は111W1溌准件欺を示す。
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本市文化財室では申請受理

後、過去の調査データ等によ

る書類審査→分布調査（現地

踏査）→試掘調査→本調査と

いうステップフローの内容・

結果に応じて、各関係機関・

関係者に対し埋蔵文化財保護

の協力をお願いしている。規

制緩和に伴う申請件数ならび

に対象面積の飛躍的な増加は、

必然的に分布調査(現地踏査)、

試掘調査の増加を生じている。試踊調食の増加を生じている。第２図地区別事前審査割合(面積比）

さて、ここで平成元年度における開発申請内容について、概観してみよう。

平成元年度の事前審査対象面積の総計は1,521,740.72㎡に及ぶ。これを地域別面積

比で示すとその８割以上がＡ(大分市街地地域)、Ｃ(大南地域)の２地点に集中して

いるが、これらはいずれも開発規制の緩和に伴う大規模団地建設のための造成工事

が大部分を占めており、Ａ地域の周辺部、Ｃ地域の国道10号線沿いに集中分布する

傾向を看取することができる。

大型団地建設に伴う大規模

土地造成は本年度における開

発事前審査対象面積の実に７４

％を占めており、暫定水利権

の確保にともなう大規模開発

規制の緩和の影響を如実に示

している。しかも、来年度以

降の展望として、開発許可申

請の前段階に提出される大規

模土地取引事前指導申請書中

に示された面積は本年度の事

前審査対象面積の２倍に達し

ており、これらが順次来年度

以降において開発行為として

事前審査を求めてくるのは確

実視されるところである。

２

(州
0０－

5０

0０

5０

、開発事前審査件数

■■飼劃4数(現it蝿盃･試掘調謝勤

5８５９６０６１６２６３１（年度）

表１開発事前審査件数の推移
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表２ 調査地一覧

５大分市埋蔵文化財調査年報

２．発掘調査事業

本年度は試掘確認調査14件、本格調査15件を実施した。

試掘確認調査は、総件数14件の内、宅地造成・住宅建設に伴うものが全体のおよ

そ75％を占め、病院建設・寺院建設、墓地造成、学校建設に開発原因を求められる

ものがこれに続く。調査対象の総面積は75,194㎡に及んでいる。試掘確認調査によっ

て遺跡の存在が確認された場合、設計変更等により現状保存の可能な箇所について

は原因者の協力により保存措置を行っている。しかしながら、近年､開発面積の大規

模化、構築物の高層化に呼応し現状保存の困難な事例が増大する傾向が顕著であり、

本格調査へ移行し記録保存といった形での保存形態をとらざるを得ない状況を多呈

している、本格調査は15件実施しているがその原因別内訳をみると、公共事業11件、

民間事業４件を数える。以下において本年度の発掘調査の調査成果を概観しておき

たい。

今年度、弥生時代に比定される遺構・遺物は大分市域内において最も多量に検出

することができ、多大な成果をあげている。下郡遺跡群では弥生時代前期末～中期

初頭に位置づけられる貯蔵穴を多数確認し、これらの中には良好な一括資料を内包

するものも存在し、当該期の土器編年作業に際して有効な資料となるであろう。ま

た、久土遺跡では従来未解明であった弥生時代中期中頃～後半に比定できる資料も

少なからず存在し、大分市域における弥生時代中期資料の充実が着実に達成されつ

つある。また、弥生時代後期末～古墳時代初頭の時期のものでは北の崎遺跡、下郡

遺跡群において良好な資料が呈示された。いずれも大規模な溝を伴う集落遺跡であ

調査番号 台帳番号 遺跡名 所在地 jdh2ﾌb･ｿク 調査原因 調査期間 担当調査員

１

２
３

卿
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
卸
卸
8904

8905

8906

8907

8908

下郡遺跡群

B区ｅ－ｌ３地点

D区ｎｏ－ｌ８~20噸

E区n.ｏ－Ⅱ~12地点

Ｅ区２－１２地点

Ｆ区２－８．９地点

F区ｏ－９地点

G区､.ｎ－５地点

I返ｓ-19.,23地点

久土遺跡

北の崎遺跡

葛木遺跡

豊後国分寺跡

下郡横穴群

古国府町口遺跡

高崎山城跡

大分市大字下郡

″
″
〃
〃
〃
″
″
〃

大分市大字久土

大分市大字北の崎

大分市大字葛木

大分市大字国分

大分市大字下郡

大分市大字古国府

大分市大字神崎

Ａ
Ｇ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ

区画整理

″
″
″
″
″
″
″
〃

ほ場整備

宅地造成

宅地造成

史跡整備

墓地造成

変電所建設

登山道整備

8904～９００８

″
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃

8904～8909

8902～8906

8904

蝿
細
皿
釧

へ
一
一
一

恐
錘
皿
岬

坪根

〃

讃岐

坪根

讃岐

″
〃

坪根

塔鼻

讃岐

塔鼻･坪根

玉永

讃岐

塔鼻･河野

玉永



り、住居吐群と溝の一部を検出している。出土遺物も土器を中心に相当量におよび、

当時期の様相解明の一助となろう。

古墳時代の遺構・遺物は、下郡遺跡群、下郡横穴群、北の崎遺跡、久士遺跡にお

いて検出されている。下郡横穴群の調査は今年度唯一の墳墓の調査である。いずれ

もすでに開口しており、遺物は僅少であったが、総数14基の図化を実施することが

でき、当地域の横穴墓の変遷究明に資するところは大きい。他の遺跡では５世紀～

６世紀の前半を中心とする住居吐を確認しており、当該時期の集落の一部を捕捉し

た。なかでも下郡遺跡群において検出された住居吐内においては、多量の土師器と

ともに須恵質の器台形土器を出土し、胎土分析の結果から、この土器が「陶質土器」

である可能性も示唆されている。出自解明には類例の探索などさらなる多角的な分

析が必要ではあるものの、豊後地域で最古式に位置づけられる資料であり今後種々

の問題を提起するものと考えられる。

奈良時代～平安時代に比定される遺構・遺物の出土は、下郡遺跡群および豊後国

分寺跡において確認されている。下郡遺跡群では該期の井戸跡を検出し、内部より

多数の土器、曲物、緑軸陶器片・墨書土器等多彩な遺物が出土した。また、調査対

象区域内において円面硯が採集されるなど当該期の遺跡性格の具体的な把握究明の

必要性が急務とされる所である。豊後国分寺跡の調査は当地の史跡整備に伴うもの

である。

中世時期の調査は古国府町口遺跡・高崎山城跡の２件について実施した。古国府

町口遺跡では、居住区を区画する溝状遺構とともに、３時期にわたる掘立柱建物群

を検出し、当地域の集落変遷に関する資料を提供した。高崎山城跡の調査は登山道

の整備に伴うものであり、道路部分にかかる竪堀11本について調査を実施した。城

跡の一角の調査ではあったが、山城の調査事例としては市内では初例となるもので

あり、戦国期の様相解明に先鞭をつけるものとして今後の展開が注目される。

第３図平成元年度調査遺跡位需図

１．下郡遺跡群(8901）

2．久土遺跡(8902）

3．北の崎遺跡(8903）

4．葛木遺跡(8904）

5．豊後国分寺跡(8905）

６．下郡横穴群(8906）

7．古国府町口遺跡(8907）

8．高崎山城跡(8908）
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３．報告書等刊行事業

本年度は３追跡の資料整理と下記の調査報告書を刊行した。

（１）報告書刊行事業

「下郡遺跡群」－大分市下郡地区土地区画整理事業に伴う発掘調査概報（１）－

1990年大分市教育委員会

（２）資料整理４１t業

本年度は前述の報告書刊行に伴う盗料整理の他、以下の３遺跡の資料整理を実施

した。

〔調査番号〕〔遺跡名〕〔所在地〕

８９０２久土遺跡大分巾大字久土

８９０３北の崎遺跡大分I|j大字北の崎

８９０４古国府町1.1遺跡大分巾大字古国府

４．教育普及活動

（１）遺跡現地説明会

本年度は以下の２遺跡において辿跡現地説明会を実施した他、卜．祁辿跡において

４件の遺跡現地兄学会を開催した。

表３遺跡現地説明会開催一覧

調査番号 辿跡名 所在地 開催日 参加人数

8901 下郡辿跡群 大分市大字下郡 平成２年１月７１１ 約１００名

8907 ､11711;l府lMII-1遺跡 人分市大字古国府 平成２年３月４日 約７０名

下郡遺跡群での遺跡現地説明会ではＦ区２－８地点において検出された奈良時代

に比定されるｊ'二戸跡を一般に公開し、併せて下耶地区内のこれまでの調査で出土し

た主要遺物の股示公開を実施した。また、見学者の理解の便に供するように参考資

料として大分ilj域内でlril時代の遺跡として著名な磯後lKl分寺跡（大分市大字国分）

=＝全二

第４図遺跡見学①(大分市森岡文化財愛護少年団）第５図遺跡見学②(大分市森岡文化財愛護少年団）

７大分市埋蔵文化財捌在年報



と地蔵原遺跡（大分市大字小池原）の出１２遺物の陳列もおこない、およそ２時間で

遺跡現地説明会を終了した。

古国府町'１辿跡では中世（15～1611t紀）と考えられる溝状遺椛と伽立柱建物群を

検出し、調査狐ﾐ'‘i瀞による概要説明の後、遺跡内の門出見学をおこなった。

今年度は下郎遺跡の発掘調査現場において４件の遺跡見学会を実施したＣ

ｌ大分Ili立巾島小学校児童（６年生）９８名1989年６月７日

２大分市立川添小学校児竜約100名1989年６月1５１１

３滝足小学校家庭教育学級生約４０名1989年10月２９「Ｉ

４森岡文化財愛謹少年団約２０名1990年３月２０１］

（２）講師の派造

今年度は大分市コンパルホール主催の「郷土史講座（遺跡）」に以下のＲ程。内

容で埋蔵文化財担§'1職員を派遣した。

表４ 講師派遣一覧

開催１１時 テーマ 受講者数 派巡職員数

平成元年５ｊｊｌ７Ｉｌ ｢大分市の埋戯文化財」 約70名 1名

平成元年９ノｌ２０Ｈ 「大分市の弥生遺跡」 約70名 １名

平成元年１０月１８１．１ 「３世紀の大分」 約70名 １名

平成元年１１ノＪ１４Ｈ 「古墳時代１」 約70名 １名

平成元年l２ｊｊ２０Ｉｌ 「古墳時代２」 約70名 1名

平成２年ｌノｊｌ７Ｉｌ 「地蔵原遺跡は語る」 約70名 1名

、､,

第６図川添小学校児童による遺跡見学会

大分市埋蔵文化財凋在年報８
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第Ⅲ章

発掘調査内容の概要

皿査身_雲2鱒
調在担当 調査面秘

坪根伸也

調査期間 地域

150㎡ 89.10 Ａ

本調査地点は同辿跡群の調査対象範剛のほぼ中央に位殻し、現有集落内に所在す

る。調査は、約150㎡について実施し、以ドのような多くの注I'すべき成果を得るこ

とができた。

調査は区画整理事業の仮設道路建設に先立つ事前調査として実施した。道路建設

予定地域のうち、今回実質的に調査をおこなった約150㎡の両側と東側は規模の大き

な後世の撹乱によりすでに遺構は消失し確認されない。

淵査の結果、弥生時代''１期の貯蔵穴、商戦時代住居靴、Ilill1時期の井戸跡、溝状

遺構を検出した。

住居靴は調査区の両側部分において検I|}された。当初１軒と判断していたもので

あるが、調査の結果、切り合い関係にある２軒の規模の異なる住)識1ｔにより構成さ

れることが明らかとなった。すなわち、壁溝を住居内壁際に巡らし４本の主柱穴を

有するもの（１号ａ住居吐）と他の一方は南北方向に並瞳する２本の主柱穴を有す

るもの（１号ｂ住居靴）の２者である。これらには１号ａ｛i州j:11:→１号ｂ住居靴の

先後関係が認められる。

１号ａ住居111:は規模が１号ｂ・住居靴よりも一Iにilり小さく僅かに柱穴と壁溝が造存

するのみである。壁溝から推定される規模は4.8ｍ×4.2ｍを測り、４個の主柱穴をｲｊ

する。主柱穴は現状で径約0.25ｍ、深さ0.27ｍを測る。

１号ｂ住居M:は現状で5.4ｍ×4.9ｍ、畦I肌3ｍの規模を有し、南方向に若干長い|略

長方形を呈する方形住Ii'抑:で２本の主柱穴をもつ。主柱穴は111[径約0.3ｍ、深さ約0.5

第７図出土器台実測図（1／4） 第８図出土器台

９大分市埋蔵文化財調査年報



0１

発掘闘査

下郡圃跡群

Ｅ区2－１２

ｍを測る。炉跡等は確認されない。

遺物はすべて床而よりｵif干浮いた状況で検|')され、lIIjb伽I戦l叫没過経I|,iに遺

棄されたものと判断される。多1,tの完形復元の１１能な上師器を内包し、饗形上器、

壷形土器、小埋丸底癒、尚』;,f、台付鉢、てづくね等の器諏を存する。なかでも特に

高杯の出土割合が極めて高い点において注|｜される。また、これらの｜川i器に随伴

し－個体分の器台形土器が|川冒しており、、111宣器のＩｌｌ｢Iに関して、胎上分析によっ

て興味深い結果を得た。分析による提示領域はﾈ|,i岡県牛蝋窯群あるいは蝉lKl擁のも

のに近いデータを示している、ノ|捌窯で初期須忠器駕が発兄されていない呪〃'1‘にお

いては韓半島で製作された「陶質ｋ器」である'１能‘|kも少なからず存しているとい

えよう。とはいえ出|当I解明には彼地における顛例の探索等によるさらなる検討が必

要であることは言うまでもない。今後の盗料の蛸加に期待したい。

出土した器台形土器は復元すると、「I縁部の一部を倣かに欠くだけでほぼ完形とな

る。胎上には精製'二を使用し、焼成は非常に良好である。色調は暗11糾色を1世する。

器高24.7cm、口径27.2cm、脚裾部径20.0cm、1;ｲ〈部尚12.0cm、脚尚12.7cmを測る。ＬＩ縁端

部は大きく外反し、坪部上半に３本の三角突榊を作'1)する。これらの三灼突帯は下

方部のものほどそのシャープさを減じ、肢ド段のものにいたっては非常にだれた様

態を示す。また、突帯間にﾉ脳された２つの帯状ﾂ部lには叩位５条の櫛拙波状文が

施文される。波状文は側転連動を効率的に利川し施文されたものとは言いがたく、

全体に粗く稚拙な印象を受ける。脚据部には焼成時のユガミがみられ、邸部から脚撫

部の間には５条の三角突帯を作11Ｉする。上位３本の突帯間には二段縦列式の三角透

かしを３ケ所に配瞳する。内｡外IiliともにＩ寧な横ナデ洲盤が全|(liに施される。

下郡遺跡群内のこれまでの洲在所兇によれば、弥ﾉk時代''１期および弥/k時代終末

期に大規模な遺跡分布の拡大傾向が看取され、その後一時的に辿構密度は減少する。

過去３年間の調査においては弥ﾉ１２時代終ﾉk期～I',.戦時代初頭の時期以降に続くもの

は６世紀に比定されるもので、その間の遺構遺物は確認されておらず、時間的な空

白を生じていた。今1,1の盗料はおよそ5111紀Il1頃に比定されるものと考えられ、上

記の間隙を埋める良好な資料といえよう。（坪根伸也）
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第１１図ＳＢＯ１及びＳＫ･ＳＥＯ１全景(北より）

本調査地点は、学校建設用地に隣接する６，幅の街路予定地である。

調査の結果、古蝋時代初頭～中世にかけての複合遺跡であることが判明した。遺

構については、古岐時代初頭の住居M:１軒、奈良時代の掘立柱建物群３棟、井戸跡

２基、１．|'世の土砿墓５基と区画性のある溝状遺構等が確認できた。

まず、４世紀頃に比定されると思われる古墳時代の長方形竪穴住居跡（SHO1）に

ついては調査区の南側に位憧し、長軸を南西一北東に向けている。ＳＨＯ１の規模は

3.60ｍ×4.92ｍ、壁尚の現商は0.26ｍを測る。炉跡はなく主柱については２本柱であ

ろう。遺物は中央よりに２個体の高杯が出土したのみである。この地域は、５～６

世紀の住居靴については検出されていたが、今回の調査で’軒ではあるが４世紀頃

の住届吐を確認されたことは注Ｈされる。奈良時代の遺構については、本調査区の

北東側Ｆ区J－５．６地点で昭和62年度において６棟の掘立柱建物を確認しており、今

回の調査でも掘立柱建物（SB）が３棟検出された。この建物の中で全体の規模がわ

かるものはSBOlのみである。２間×４間（46ｍ×6.9ｍ）で主軸の方位はＮ－１２ｏ－

Ｗを示している。柱穴の径約0.8～1.1ｍ、深さ約0.6ｍを測る。SBO2は２間×２間

(３ｍ×4.2ｍ)、SBO3は３間×３間の束柱をもつ倉庫と思われる。柱穴の中からは布

'三|瓦片が１点出土した。

また、井戸跡（SE）では衆MIl状の井戸（SEOl）と上部の井戸側部分を河原石の石

組、下部の水淵部をクスノキの半被丸太くりぬき材をあわせたものを埋置した井戸

(SEO2）の合わせて２韮である。井戸跡の規模については、SEO1では２段掘りになっ

第１２図ＳＨＯ1全景(北より〕

ﾐ毒雲霧
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700㎡
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ており、外側の掘り方は柊2.7ｍ、深さ1.80ｍ、内側の水溜部分は径1.6ｍ、深さ１．９２

ｍを測る。SEO2では掘り方部分の径3.1ｍ、深さ180ｍを測り、丸太くりぬき材の大

きさは最大径1.20ｍ、厚さ0.08～0.10ｍを測る。SEO2の作り方は、水溜部の半戯丸太

くりぬき材を井戸掘り方の東壁に寄せて組み立てている。このことは作業能率等を

考えたものであろう。この丸太くりぬき材使用の井戸は下郡遺跡内（Ｈ区で確認）

で２例目の検出となる。

遺物は、SEO2の中と周辺から８世紀頃に比定されると思われる土師の坪、碗、蓋、

盤、高郷、甑、須恵器の大型髪や移動式カマドの焚口部片等、多量に出土している。

特に井戸の中から出土した曲物や緑利l陶器片、「山』と沸かれた墨書土器片等は注

|'すべきものである。

’'''1ｔの遺構は、溝状辿構と土壌雑５ﾉ１４が確認されている。上城墓の平均規膜は長

さ１～2.50ｍ、幅１ｍ、深さ0.12ｍを測る。辿物については１号上壊墓から15～161仙

紀に比定される土師器の坪が出土したのみである。

溝状遺構についてはＮ－２０ｏ－Ｅ方向に掘られ、直角に近い屈曲部をもつこの満状

遺構は水路的な要素だけでなく、居住地域をI又両するものと考えられる。この地域

には「城ノ内」「堀lfI｣」「尚城」といった'''''1的な地名が残っており、辿椛や|||土辿

物の特性、豊富さ等と合わせ、大分川河'1付近にあたる地雌的特性からみても大分

郡における古代、に''''1史の展開上、極めて亜要な位置をIliめていたことが想定され

る 。（讃岐和夫）
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第１５図ＳＥＯ?上割く(井戸側部)石組状況(西より）
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第１６図ＳＥＯ２土自而琢・曲物出土３１犬況
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第17図SBO2掘り方及び下部(水溜部)木枠状況(東より）第18図ｓＥｏ２周辺の遺物出土状況(北より）
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調査は下郡地区上地区両整fII叩業に伴う事前調査の一環として

実施された。

今回の調査地点は区画整理対･象地域内の南西部分に相当し、大

分川右岸の標高５～６ｍの同然堤防上に立地する。

調査の結果、弥生時代終末～古城時代初頭に比定される竪穴住

居靴38軒と方形ｔ職５基、溝状辿構５条、柱穴多数を確認した。

これらの''１で洲州又''１央に確認された弥生時代終／k～,'f墳時代初

頭に廃絶されたと考えられる満跡（SDO2）は形状、溝内堆積土

届、および内包する土器の諸ｲ;Ⅱ等が本年調査地点の東側,50ｍに

おいて確認された溝状遺構に酷似する。また溝の方向もよく一致

し、さらには周辺のトレンチ洲伽こよる所見等を考慮すれば、こ

れらの溝が辿統する同一遺構である1J能性は極めてI}‘{iいと推定さ

れる。溝跡は断I('ｉＶ字形をなし、検出面でのIlW～５ｍ、深さ約

２ｍを測る。検出良１１ｍにわたり検出したが、満は南方向に緩や

かな弧を拙きながら南西方向へ延びている。この溝方向は大分川

に沿って帯状に股開する|÷l然堤防この微高地形状に呼応するもの

であり、満の全奔は条溝的な様態を示すのではなく、喋橡として

帰結するのではないかと考えられる。また、本満跡には掘り直さ

れた状況が認められ、溝の機能期間L|,になんらかの理11,で埋没す

るといった覗態にみまわれ再度|,１じ場所に構築されたことが伺え

る。埋没の要因は種々の事象が考えられ即断することはできない

が、蚊初にﾙ''られた溝埋上の蚊ドル》|に相当する:|:Ｍ内にラミナが

兄られ、さらには木地点の基盤｣州である灰色砂質lJ側のブロッ

クを少なからず内包する事実を併胆すれば、水性作川による基盤

土層の浸食も埋没の１要因と考えることも可能であろう。実際、

義課到画獣、
蝉
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本地点の基盤土胴（灰色砂質土胴）は他地点のものとは異なり非常に脆弱である。

調査期間中においても雨水等による流水のたびにその形状を変形させる。遺物には

原形を留めた多岐の土器のほか、土錘、７．i庖丁等がある。士錘には13個の管状土錘

と４個の有孔土錘（双孔棒状土錘）があり、いずれも709を越える大型品ばかりで

ある点が注Ｈされる。ＳＤＯ５はSDO2の南側に位澄し一部に切り合いを有しながらほぼ

同様の方向へ展開する満状辿構である。遺物は少なく僅かに須恵器小片と土錘、完

形に復元可能な土師器坪２個体分が出l宣したのみである。土師器坪は溝底において

検出され、当溝の帰属年代を示しているとみて大過ないであろう。これらは底部に

｢手持ちへラ削り下法」を残し、おおよそ８世紀前半代に比定できる資料であり、溝

も当時期のものと考えられる。下郡遺跡群内においてはＦ区を中心に８世紀中頃～

９世紀にかけての遺構・辿物の出土はこれまでの調査で確認されていたが、８世紀

前半代にさかのぼりうる資料は皆無であった。したがって今回のSDO5において当該

期の遺構・遺物の存在をはじめて認知することになり、今後の調査に新たな課題を

付与することになった。他に弥生時代巾期の所産になると推定される溝状遺構も一

条検'1)している（SDO4)。噺溝は現存深度0.92ｍを測り断面Ｕ字形を呈する。南北方

向へI闘走し、他の満とは方If1lを異にする。構内から出こする遺物は少なく、饗形土

器口縁部破片、磨製石斧片等が'111:した。本地点唯一の弥生時代中期の遺構である。

柱穴については径約20～30cmを測るものが大部分を占める。柱穴の内部には弥生土

器の小片を含むものが多いが、一部に磁器の小破片を内包するものもあり、これら

の帰属年代をにわかに決することは|水|難である。「建物」として認識されるような

配慨は今のところ確認できない。住鵬11tに関しては平間形が円形を呈するもの、方

形を壁するもの、前二行のＩｌ１ＩＩＩｊ形態を示すものが存在し、円形住居靴→方形住居111：

への変逃をよく示している。イi州形状に関しては円形と方形において主柱穴数に差

異がみられるものの、南寄りの柱穴間に桁''１形土嘘を有し、壁際に壁満を巡らすと

いう点において、大分平野に一般的にみられる:wi該期の住居遺構と特に異なるとこ

ろはない。また、検出住ﾙI+のI|'にはIﾘjらかに火災により焼失したと思われるものも

数例存在するｏＩｌＩ土遺物には、満状遺構（SDO2)、住居靴を中心に一括廃棄された

と考えられる状況で多1,tの土器が出土した他、鉄嫉を中心とする鉄器類、砥石・石

雛などの禰器類、土製勾正、管~E等が出土している。（坪根伸也）
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第21図住居杜(ＳＨＯ2)検出状況(東より） 第22図住居辻(ＳＤＯ２)検出状況(東より）
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本調査は、大分市大字久土において大分市がおこなった農村基盤総合整備事業に

ともない、昭和63年度により行われたものであり、水遺跡の南東に位置する前田辿

跡調査に続いて２年次||である。

本遺跡は大分市の東部、九六位山の麓より坂ノ市に流れる丹生川の造り出す平野

部に広がる丹川遺跡群のほぼ中央、北に丹生川、東に久土川を見下ろす標高35ｍの

台地上に位置する。

台地の東側斜面には城下横穴墓群があり、また西２kmには旧石器。縄文時代の丹

生遺跡、丹･生川を挟んで対岸の台地には弥生時代の一木遺跡等が存在する。

遺跡は台地上平坦部（Ａ区）及び棚田となっている斜面（Ｂ区）に分布するが開

墾によりかなり削平を受けており、遺構の検出状態は良くなかった。特に、斜IIliの

棚田は耕作土を剥ぐと砂牒交じりとなるところが多く、辛うじて住居跡の一部と柱

穴が検出されたｏ

Ａ区

平坦部は現状では３枚の水田で構成されており、北からＡ－１区・Ａ－２区・Ａ－

３区とした。１区は、削平が著しく小規模の桂穴がわずかに認められた。２区は、

Ａ区の中で一番広い面績を占め、土壌・柱穴等が検出された。３区は、水田の水利

上Ａ区の中で遺描検出レベルが最も下位であるが、２区に次いで状態は良く、土壌。

柱穴等が検出された。遺物は、２．３区の遺構から弥堆時代I|:１期～後期の壷･饗｡高

坪が認められた。

Ｂ区

前述した通り道柵の状態がおもわしくなかったが、その中で1／3ほど欠いてはい

るが、堅穴住屑跡１軒（棟）が検出された。この住居跡は、方形で北側にかまどを

もち、４本柱のものである。･住居跡内からは須恵器坪が出土しており、６世紀後半

に比定できよう。また、住居跡東側斜面ドには城下横穴墓群があり、それとの関係

》
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第24図遺物出土状況
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も性I|されるところである◎

前田遺跡

本遺跡は、久士遺跡の南東を流れる小河川、久土川の作り出す狭隙な平野部に位

慨する。昭和63年度に農村･基盤総合整備事業が行われることとなり、整備対象地区

が丹生川遺跡群に含まれることから、対象地区内でトレンチによる試掘調査をおこ

なった。その結果、一部を除いて遺構・遺物が発見された。特に柱穴の集中する部

分を拡張した結果、４棟の掘立柱建物と不定形の上城が検出された。建物のうち１

棟は２間×２問で総柱の倉庫、残りの３棟は111}住川と思われる。遺物は、土師器の

j派。碗・小Ⅲ1．須恵器の杯など生活に籍著したものが多く|川皇した。建物の規模や

遺物などから奈良時代末～平安時代に比定される。

なお、当辿跡は辿構検出面が現地表血から１～1.5ｍ1,.であったが、担当課と協議

の結果、水|:H離盤の掘り下げを0.50ｍ以内におさえて１１:業をおこなうこととし、遺跡

の保謹・保存をおこなった。（塔鼻光司）

1.久士遺跡

8.丹生遺跡

2.前田遺跡３.城下横穴古墳群４.久原遺跡５細遺跡６.丹川遺跡７.大越石棺（古墳）

9.野間古城群10.大蔵古墳１１.亀塚古墳１２.上ン坊古城１３.飛111横穴古城群

第25図久土遺跡と周辺の遺跡分布図（1／60000）
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回 北の崎遺跡
調査担当

讃岐和夫

調査面穣

3000㎡

調査期間

89.02～89.06

地域

，

北の崎遺跡は、大分市大字葛木字北崎に所在する。宅地造成工事（民間開発）に

伴い平成元年２月27日～同年６月27日までの間実施した。調査面積は約3000㎡であ

る。

本遺跡は大分市'''心部より東方へ約６km、大野川河口より約４km上がった西側の

鶴崎台地上にあり、標高約39ｍを測る台地先端部に位置している。この鶴崎台地に

は横尾・小池原・葛木にかけて台地平坦面が広く、数多くの遺跡が存在している。

特に弥生中期の米竹遺跡、弥生後期の尾崎遺跡と溝状遺構をもつ多武尾遺跡、また

弥生～平安時代初頭までの地蔵原遺跡等が所在している。

本遺跡は弥生時代後期末～古墳時代初頭にかけての集落跡であることが確認でき

た。とくに弥生時代後期末にはＶ字満をもつ環濠集落跡であることが判明した。

発掘調査区の遺椛状況は、中央付近で南北方向に掘られた中世の溝状遺椛があり、

この迩椛よりIjLi側に弥生～占墳時代の住居吐（SH）が集中している。東側では後世

の削平によって辿椛の遺存状況は良くなかった。

躍穴住居靴は19軒確認された。このうち弥生時代の円形住居靴が14軒、方形従い；

:111:が３jlilFの計17軒、古境時代初頭の方形住居靴については２軒のみであった。

住居上'1:の形態は円形住居吐から方形住居祉へと推移していく傾向がある。まず､Ｓ

訪牡銅

'○口回" IＧａＧ9Ｇ円届ｎＲｄｖ

第26図周辺遺跡分布図
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北の崎遺跡

H04.05の切り合い関係から円形住ﾙ湖'二は一旦、主柱が８本→10本へと数が増し、大

型化の傾向になり、再びSHO4o05の切り合い関係から径８ｍ～径６ｍ前後の小型円

形住居吐へ縮小、主柱も４本となる。その後、形態がSHO9ol2の切り合い関係から

円形住居靴から一辺5,50ｍの４水柱の方形住居へと変化する。内部の施設はI|'央付近

に炉跡があり、東側に灰淵ｔ城がﾙl'られ、壁溝を有するものもある。Ili･戦時代初頭

では、SH10o14は一辺3,30ｍ方形化jlI}111:で２本柱、柱間に灰溜|:城をｲjするものもあ

る。弥生時代の住居:iItよりも史に縮小しており、本遺跡をみるかぎり、住ﾙI牝1tの規

模縮小化の現象がみられ、伽,'}靴は少なくとも４時期の増改築が行われていた。

住居靴を囲む溝状遺構は、台地先端部の地形にあわせて弧を描くように掘られて

いた。現状の地形は段々畑になっており～住居祉群との比高差は約４ｍ前後を測る。

現存のＶ字溝の規模は長さ約23ｍのみで、あとは削平されている。｜鵬1,20～2,40ｍ、

深さ0,90ｍ～1,30ｍを測る。溝内には鯵しい量の士器が廃棄された状況で出土した。

遺物は、壷、複合1-1縁壷、護、鉢、商坪、ミニチュア上器呼がみられた。この遺存

状況は溝状遺構をもつ尼ケ城辿跡、多武尾遺跡、賀来中学校遺跡、雄城台遺跡、ド

郡辿跡の５遺跡についてもliil様な傾向を示している。本来、Ｖ'r:1,1,fの機能は防衛的

なものであったが、急速な時代の変化によって廃絶されたと考える。（識岐和夫）

大分市埋蔵文化財調査年報１８

第32図ＳＤＯ４遺物出土状況
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第31図完掘状況(西より）
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第30図ＳＤＯ４遺物出土状況第29図ＳＤＯ４の検出状況(西より）
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回豊後国分寺跡
調査担当

玉永光洋

調査面稲

412㎡

調査期間

89.05～89.09

地域

Ｂ

一難

今年度調査の目的は、中門、南門地区の整備

に伴う発掘調査であるが本地区についてはすで

に昭和63年度に中門、南面回廊、南門規模など

の確認調査をＩ区で実施している。しかし、中

門、南門の基壇位置および規模については確認

できなかった。このため、今年度の調査は、６３

年度調査区の東（Ｋ区)、南（Ｊ区）側において

再度調査をおこなった。調査期間は平成元年５

月16日から９月６日である。

(a）中門地区の調査概要（Ｋ区）

推定伽藍中軸線の東側に３ケ所の調査グリッ

ドを設定した。

第１グリッド位置（Ｓ81～89.8ｍ、Ｗ6.6

～Ｅ3.8ｍ）発掘面積（約70㎡）

第２グリッド位置（Ｓ94～106ｍ、Ｗ6.6～
‐・‐‐一一、－‐‐一一、．．‐~‐第33図調査グリッド配冠図(アミ部）
Ｅ4.3ｍ）発掘面積（約80㎡）

第３グリッド位置（Ｓ108.8～111.7ｍ、Ｗ0.6～Ｅ2.9ｍ）発掘面積（約7㎡）

調査の結果、第１グリッドでは削平が著しく礎石等の抜取り痕跡はなく中門推

定北西隅においても、上層は市道工事による撹乱、下層は近世の溝（SD1）がある

のみで門および回廊基壇等の痕跡は確認できなかった。第２グリッドにおいても、

中門基壇の南側への張り出しは検出できなかった。また、回廊に沿う東西溝遺構は、

中門前面部分にはおよんでいないことが明らかとなった。その他の遺構としては、

溝が埋まった段階で掘り込まれた不定楕円形竪穴が３基（SK1～SK3)、唐津皿の特

徴から17世紀前半と考えられる４基の近世墓がある。出土遺物は、溝上層（回廊側

に集中する)、不定楕円形竪穴内において多量の瓦のほか、土師器碗等がある。第３

グリッドではとくに注意する遺構、遺物の検出はなかった。

(b）南門地区の調査概要

昭和51年度調査で南門跡西南隅基壇の一部（地下約0.6ｍの掘り込み地業を施した

版築層）と認められているＳ120,Ｗ13地点を中心に東（Ｋ区）と南（Ｊ区）側に３

ケ所の調査グリッドを設定した。

第１グリッド位置（Ｓ114～129ｍ、Ｗｌ～5ｍ）発掘面積（約60㎡）

第２グリッド位置（Ｓ120～130ｍ、Ｗ11～23ｍ）発掘面積（約140㎡）

第３グリッド位置（Ｓ148～153ｍ、Ｗ13～24ｍ）発掘面積（約55㎡）

１９大分市埋蔵文化財調査年報
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第34図中門地区調香区遺構配需圃
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第35図南門基壇とされた近世遺描

南門跡西南部基壇の一部とされる部

分の北側の探査については昭和63年度

調査（Ｉ区）において実施し、後'11の

撹乱が激しく基壇遺構が確認できなかっ

たことから、今年度は残存する南門基

峨をilj:度調査をし、その西、東側の状

況を知るために第１、第２グリッドを設

定した。さらに、第３グリッドは、現

況が道路の交差点になっており、万全

を期すためにこの地点にも第３グリッ

ドを設定した。調査の結果、南門跡埜

嫡の一部とされた遺構の最下層におい

て近1M:磁器片１点と石臼片１点が出土

し、「石積みの化粧を施した掘り込み

ｊｉＬ峨」の遺構は奈良時代ではなく江戸

時代であることが明らかとなった。ま

た、基壇の一部とした地点の四、束

(第１グリッド）側調査においても南門

に関連する蛙塘痕跡などの遺構は検出

されなかった。このことにより南門跡

と考えられていた位置は、後世の撹乱

により徹底的に破壊され遺構そのもの

が残存していないのか、または別の地

点を想疋するかなど新たな問題や課題

が残ることとなった。そのほか、整地

隅ドより検出された南北溝は、国分寺

創建以前と考えられていたが、これも

出土辿物から室町時代であることが確

認された。第３グリッドは、特に留意

すべき辿構、遺物はなかった。出-ｋ辿

物は奈良、平安時代はきわめて少なく

瓦片が数点であった。そのほか、水路

IﾉLillＭ稚みの掘形埋土内より多'1tの似

ﾉjIIlを'''心とする近世陶磁器が出こし

た。

（玉永光洋）

大分市埋蔵文化財調在年報剛
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回 下郡横穴群
調査担当

讃岐和夫

調査面祇

横穴墓14基

調査期間

89.08～89.09

地区

Ａ

下郡横穴墓群は大分市下郡字加納に位置する。調査における経過は民間業者によ

る造成工事に伴うものであり、平成元年８月より９月にかけて調査が行われた。

本遺跡は大分平野の西側を流れる大分川の右岸にあり、明野から加納にのびる台

地の北西端部の標高41～44ｍ程の斜面に位置する。横穴墓は丘陵の東斜面から南斜

面にかけて数十基の分布が認められる。このうち、南斜面の14基の横穴墓が調査対

象となった。

この遺跡が分布する丘陵沿いには市指定の滝尾百穴横穴墓群を筆頭に、穴井前横

穴墓群、松栄山横穴墓群など多数の横穴墓群が分布している。

大半の玄室内部には仏像を安置してこれを祭り、信仰の場としての二次的使用が

認められる。出土遺物は第２号墓の坪蓋一点のみであり７世紀前葉の所産に当てら

れる。

調査を行った横穴墓は南斜面に二段にわたり造営しており、各横穴墓の位置関係

により第１号墓、第２．３号墓、第４号墓～第７号墓、第８．９．１１．１３号墓、第１

０．１２．１４号墓の５単位群が設定できよう。

横穴墓の形態をみると大きく４つに分類する事ができる。

Ｉ類寄棟天井を呈し、奥壁沿いに屍床を設ける。（第２．５号墓）

Ⅱ類

ａ平面形態が方形を呈し､天井と壁との境に軒状の張り出しを持ち、ドーム形天井を形

成する。（第13号墓）

ｂ天井と壁との境が無く、四壁から丸味をもって天井部に至り、ドーム形天井を形成

する。（第１０号墓）

Ⅲ類

ａ天井部はアーチ形を呈しており、奥壁との境が明確である。第８．１４号墓は奥壁沿

いに一段高くした屍床を設けている。（第８．１４号墓）

ｂ天井部はアーチ形を呈しているが、Ⅲ類ａに比べやや丸味を帯びる。７号墓は、玄

室床面を二分するように排水溝が設けられている。（第７号墓）

Ⅳ類平面形態は不整形の長方形を呈している。横断面形はアーチ状を呈するものの、奥

壁の立ち上がりが見られず、直接天井部へとつながり、羨道部の天井との境に段差

が認められない。

これらの分類がどの時期に当てられるかは不明であるが、豊後地域における横穴

墓群の様相からすればＩ類からⅣ類の順で大筋変遷したと思われる。

周辺地域には、滝尾百穴墓群を始めとして、高瀬横穴墓群と穴井横穴墓群が点在

するが、この付近における調査は初めてであり、この時期における墓制を知る上で

重要な資料であると言えよう。（池遜千太郎）

２１大分市埋蔵文化財調査年報
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表５鯛査横穴
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第36図下郡横穴群全体地形実測図

横穴墓

番号
全長
羨門

幅 高さ

羨道

長さ

玄門

幅 高さ

玄 室

プラン 長さ 最大幅 屍床溺 天井形 高さ
遺物

１号墓 215 3２ 7３ 4５ 5７ 7２
妻入り不整
形長方形

170 135 × × ドーム 9５

２号墓 407 4５ 126 125 8１ 9７
整
形
不
方

281 280 ．型 × 寄棟 159
須恵器
坪蓋

３号墓 176 5０ 7９ 2４ 5０ 7５
妻入り不整
形長方形

160 133 × × アーチ 7９

４号墓 303 3４ 6８ 8７ 6０ 6３
妻入り不整
形長方形

217 153 × × アーチ 8８

５号墓
245

＋ａ
4９ 8５ 2９ 5９ 8７

妻入り
隅丸長方形

217 203 ○ ○ 寄棟 117

６号墓 正方形
160

＋ａ
168 × ×

アーチ

(稜有）
118

７号墓 231 3０ 5８ 4９ 8１
妻入り
隅丸長方形

174 158 × ○
アーチ

(稜有）
9５

８号墓 238 5１ 6９ 6３ 7０ 6９
整
形
不
方

175 191 ○ ×
アーチ

(稜有）
9１

９号墓
204

＋ａ
5２

2５

＋ａ
6５
妻入り
隅丸長方形

180 147 × × アーチ 8１

１０号墓 251 4２ 6５ 5０ 8０
隅丸

方形
188 191 × × ドーム 9９

11号墓 244 5４ 8０ 5７ 7４ 6９
妻入り
隅丸長方形

187 165 × × ドーム 9３

12号墓 300 3７ 6０ 8７ 5７ 6０
妻入り

楕円形
213 168 × ×

アーチ

(稜有）
9４

13号墓 225 5０ 7５ 5２ 4９ 6７
隅丸

方形
177 187 × ×

ドーム

(鶴居）
1００

14号墓 265 3９ 9７ 6０ 6１
不整
隅丸方形

165 181 ○ ×
アーチ

(稜有）
8４
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■己

古国府町、遺跡は、大分川下流左岸に位置する閏府推定地として知られる、古国

府地区の一角に所在する。

本遺跡は16世紀代の建物群からなり、溝によって凶1mされた範囲内に、掘立柱建

物10棟、井戸２基、土壌２基、方形竪穴１基が確認された。

２基確認された井戸のうち１基は、川原石を枝んだ石組み井戸、１基は素掘の井

戸である。方形竪穴に関しては、東北地方をIlJ心に分布しているのが知られている

が、近年全国各地でその類例が知られてきている。その機能としては。竪穴住居的

なもの、地下式倉庫的なものが考えられている。掘立柱建物は、１０棟確認され、そ

の切り合い、方向性から３つの時期に分類が可能である。平均的にみて１棟約６ｍ

×４ｍの規模をもつものである。

建物を区画する溝に関しては、約22ｍという溝の間隔（条111における１町約１９９

ｍを約1／5にした数値）さらに現在当地域において復元されている推定条哩地割り

の方向に一致している溝の方向（N7oO5′をもって南北線とする｡）から、ある一定

の計画性（規格性）をもって造られていることがわかる。上記のように今回検出さ

れた建物群は、この溝によって区画されているが、戦国期に該M1するものとすれば、

当地域の性格付けに一考を要するものと思われる。

出土遺物は、備前の壷｡すり鉢･鍋｡小皿｡坪｡火鉢、そして、にI磁・Iif磁・染付等の輸

入陶磁器類等である。Ｉ|'でも中国南部産三彩系背iWll小皿は注|｜される。

（塔鼻光司）
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第40図遺物出土状況
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第39図掘立柱建物群
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回古国府町ロ遺跡
調査担当

塔鼻光司

調在而穣

１０００㎡

調査期間

89.11～90.01

地域

Ａ



回 葛木遺跡
澗在拠当

坪根伸也

洲在而破

1000㎡

I凋査期間

89.04

地域

，

本遺跡は南から北へ延びる洪積台地のVLi側縁辺部に位置する。標高は40ｍ、遺跡

のI凡i側は、低地1ｍとの比尚差約30ｍの急雌をなす。

調査は宅地造成に伴う事前調査として平成元年４ノ｣に実施し、約1000㎡について

表土の除去を行い遺構の検出に務めた。調査の結果、５軒の竪穴住屑祉と多数の柱

穴を検出している。遺構検出後、施工肴と協議の結果、調査地は可能な限り磯土に

よる現状保存を行い、保存の困難な調杏凶:|:'央部分についてのみ完掘を行うことと

した。以上の経過に基づき３号住居靴(ＳＨＯ3)と仮称した調査iＸのほぼ中央に位置

する住居靴、周辺の柱穴の掘り下げ、および記録保存処置を継続実施した。

３号住居靴(ＳＨＯ3)は、平IIIi形は隅丸方形プランを軽し、現状で5.3ｍ×5.0ｍ、現

存壁高0.1ｍを測る。壁際には幅約0.18ｍの壁溝を巡らし、中央やや北よりに深さ約0.

2ｍを測る楕円形ｋ砿を有し、４木の主紘穴を配置する。2ｍを測る楕円形ｋ城を有し、４本の主|；

住ﾙ'}11ｔ内からの||}土遺物は概して少

なく、僅かに住居床面から出土した'''１

レンズ状を呈する壷形土器底部破片の

存在からおよそ弥生時代後期末～終末

期に比定されるものと推定される。多

数の柱穴に関しては中から土器の小破

片が少ＩＭＩ土したのみであり、時期決

定を行うだけの物証に乏しく現状では

厳密な時期比定は

困難と言わざるを

得ない。

（坪根伸也）

樹L,

第41図葛木遺跡調杏区全景

第42図葛木遺跡全体遺構配置図(1／300）

大分市埋蔵文化財澗在年報２６

発掘闘査

古匡陥町FH鋤

苗木通勘



捌査担当

回 高崎山城跡 玉永光洋

尚崎'11城跡は、大友氏の本城として知

られ、昭和61年度に実施した地形測量調

査で山頂部に大小の平岨而を造成した郭

を一列に配慨し、山頂にとりつきやすい

南側に大手1-1を設け、主郭は北端に、堀

･切りは、主郭の北側と１乞郭と第二郭の間

の２ケ所に満き、やや傾斜の緩い大手口

側には石塁。出郭を放射状に配慨し、さ

らに'1|腹に竪堀をめぐらす全長約600ｍの

九州の中でも雌大規模に属する辿郭式の

山城であることが確認された。年代につ

いては、城としての整備は、南北抑Ｉ寺代

に入った14世紀後半頃、現存する遺構は

竪堀の規模、石塁と竪堀の組合せ、大手

虎1-1部の構造等の特徴から天正期頃(16世

紀の後半）と考えられている。

この南側'11腹に位置する竪堀の発掘調

査は、大分市が計画するI笥崎山の南口歩

道工Ｗにともなって実施されたもので、

調査期間は、平成元年９月５日から11月

であった。竪堀遺構は、測二Ii釧在では８

条の軽堀が確認されていたが、今'''1の調

査によってさらに10条のI竪堀遺描が発見

され合計18条となった。軽堀は、111頂部

の施設直下(標間580～530ｍ）に位侭する

群(1～９，１２号竪堀)とやや下位(標尚約54

0ｍ～480ｍ)の聯(１０，１１，１３～18)j含竪堀）

があり、大手11正面のやや西側から東側

の南斜面全域に分布している。規模は、

l隔約９ｍ～３ｍ、全長約90ｍ～16ｍであ

る。これらの聡堀は、ほぼ等間隔に配置

されているが、緩傾斜部に位置する６号

と７)竪堀の間は５条の竪堀が畝堀状に

接近して配置している。また、急傾斜地

の竪堀は規模が大きく、竪堀相亙の間隔

２７大分市埋蔵文化財調従年報

波

調査而敬 調査期間 地域

竪堀11条 89.09～89.11 Ａ

I

第43図高崎山城跡位置図

第44図第10号竪堀断面図(南より）

第45図高崎山城跡遺構配謁図



も広くしているのに対して、緩傾斜地では規模の小さい竪堀を数多くするといった

特徴が認められる。

さて、１８条の竪堀辿椛のうち、発仙l柵杏を実施した辿構は１～９，１０，１１妙竪堀

の合計11条である。調査の結果、１，２，３，１０，１１号竪堀は40度近い傾斜部にあり１，

３号は堀尻部、10,11号は堀頭部を確認できた。２器は検出されず調査区の直上が堀

尻部と想定された。１，３号は遺存状況が悪く幅約3.5ｍ、深さ約１ｍのＶ字形溝が土

隅断1ｍによってかろうじて確認出来た。10,11号は脱棋が大きく''1冊約８～４ｍ、深さ

約２ｍあり、大手口正IIIiを防御するにふさわしい規模である。さらに、Ｖ字やＵ字

形の両竪堀間には地山削り出しによる人きな土塁状の高まりをつくり、堀底との比

高差を増すことによって起伏にとんだ地形をつくり出している。４～９号は、比較

的緩やかな仙斜地にあり、遺構の辿ｲf状態はきわめて良好であった。５号が岐人で

幅約７ｍ、深さ１．２ｍのⅢl状をなすものである。外は、幅４～２ｍ、深さ約0.7～1.

2ｍの断而ＶないしＵ'了:形の竪堀である。これらの竪伽は、西側に樵-ｋをし土器を構

築する例が多く、土塁は多暇の篠を混入させ、石塁状をなすものである。

遺物は、ＩｌＩ郭等の施設に近接する９矧・竪堀内及びその周辺部の衣上層で土師器小

Ⅲ１片約300点、備前饗片数点、瓦器mli鉢片１点など比絞的多く検'1}されたが、他は

１，４，６，８号から数点の上師器片が||｜こしたのみであった。年代は１６世紀中唾から

未である。（-K永光洋）

第46図第８号竪堀発掘状況(東より）
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北九州市埋蔵文化財調査報告書第81集0M)北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

岡遺跡一九州縦貫自動車道関係文化財調査報告16一

北九州市埋蔵文化財調査報告書第82集棚北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

1989

1989

1989

菊水町遺跡２（Ⅱ区の調査）一九州縦貫自動車道関係文化財調査報告18一

北九州市埋蔵文化財調査報告書第83集側北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室ｌ９８９

高津尾道跡２（12,19区の調査）一九州縦貫自動車道関係文化財調査報告19一

北九州市埋蔵文化財調査報告書第84集側北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室1989

貫川遺跡２一貫川都市小河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告２一
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紅梅(A)遺跡２北九州市埋蔵文化財調査報告書第87集
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千代田町教育委員会１９８９

九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報第11集(1987年度）

佐賀県教育委員会１９８９

筑後川下流用水事業に係わる文化財調査報告書２佐賀県文化財報告書第93集

佐賀県教育委員会ｌ９８９

佐賀県農業基盤整備事業に係わる文化財調査報告書７佐賀県文化財報告書第94集

佐賀県教育委員会１９８９

喋石遺跡九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告書(９）佐賀県教育委員会１９８９

老松山遺跡九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告書(１０）佐賀県教育委員会ｌ９８９

佐賀工場団地内遺跡佐賀市文化財報告書第23集佐賀市教育委員会１９８９

立野遺跡･村徳永遺跡(Ｃ地区）佐賀市文化財調査報告書第24集佐賀市教育委員会１９８９

大日遺跡佐賀市文化財調査報告書第25集佐賀市教育委員会１９８９
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喪屋遺跡武雄市文化財調査報告書第20集武雄市教育委員会１９８９

西尾遺跡一Ｂ地点一伊万里市二里町所在遺跡の調査概要

伊万里市文化財調査報告書第25集伊万里市教育委員会１９８８

道祖瀬城跡(伊万里市大川内町所在遺跡の調査概要）伊万里市文化財調査報告書第26集

伊万里市教育委員会ｌ９８８

西尾遺跡一Ｃ地点一伊万里市二里町所在遺跡の調査概要

伊万里市文化財調査報告書第29集伊万里市教育委員会1988

1宴＝扇一頁１

岡遺跡一彼杵中央地区圃場整備事業にかかる調査一東彼杵町文化財調査報告書第２集

東彼杵町教育委員会１９８９
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白井川遺跡一彼杵中央地区圃場整備事業にかかる調査一東彼杵町文化財調査報告書第３集

東彼杵町教育委員会１９８９

九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書Ⅵ

長崎県文化財調査報告書第93集長崎県教育委員会1989

1諏蕊;諏原１

豊後国都甲荘２国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査概報

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館１９８９

三光村の遺跡三光村文化財調査報告書第１集三光村教育委員会ｌ９８９

長野カジヤゾノ遺跡国東町文化財調査報告書第５集国東町教育委員会1989

池部朝鍋遺跡竹田市教育委員会１９８９

菅生台地と周辺の遺跡ＸＩＶ竹田市教育委員会１９８９

昭和63年度岡藩銭座跡竹田市教育委員会１９８９

相原廃寺昭和63年度中津地区遺跡群発掘調査慨報（１）中津市教育委員会１９８９

黒岳周辺のイヌワシー生息緊急報告一大分県文化財調査報告書第77集

大分県文化財調査報告書第78集大分県教育委員会１９８９

弥助寺宇佐宮弥勅寺旧境内発掘調査報告書

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館１９８９

下郡桑苗遺跡七歩川河川改修工事に伴う発掘調査報告書大分県文化財調査報告書第80集

大分県教育委員会１９８９

大分県文化財調査報告書第78集大分県教育委員会1989

1言認藤了頁Ｉ

蓮ケ池横穴群保存整備事業概報Ⅲ宮崎市教育委員会１９８９

車坂・山下遺跡宮崎市教育委員会１９８９

西ノ原遺跡一大淀1号古墳一一般国道１０号宮崎西バイパス事業に伴う発掘調査報告書

宮崎県教育委員会1988

国荷・郡荷古寺跡等遺跡群細分布調査概要報告書Ｉ宮崎県教育委員会１９８９

宮崎県文化財調査報告書第32集宮崎県教育委員会１９８９

昭和63年度農業基盤整備事業に伴う遺跡調査概要報告書宮崎県教育委員会1989

辻遺跡清武工業団地造成工事埋蔵文化財発掘調査報告書清武町教育委員会１９８０

若宮田遺跡発掘調査報告書清武町教育委員会１９７９

角上原遺跡群清武町埋蔵文化財調査報告書第３集清武町教育委員会1989

1藤藤認罰

鹿児島市中世城館跡鹿児島市文化財調査報告書(６）鹿児島市教育委員会１９８９

２．定期刊行物・図録等

市史にいがた５
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宇都宮の旧跡宇都宮市教育委員会

文化財研究展示室見学の手引宇都宮市教育委員会

宇都宮市文化財年報第５号（昭和63年度）宇都宮市教育委員会

千人頭月番日記（二）八王子千人同心関係史料集第２集八王子市教育委員会

八王子千人同心関係文書目録第２集八王子市教育委員会

東京大学文学部考古学研究室紀要第７号東京大学文学部考古学研究室

八王子宿のうつりかわり平成元年７月25日～８月27日八王子市立郷土資料館

文化行政権推進資料集一文化行政に対する理解を促進するために一厚木市

市政100周年記念誌などや１００年名古屋市

仏舎利埋納飛鳥資料館

飛天飛鳥資料館

八尾市文化財紀要４八尾市教育委員会

やまぐち郷土読本山口市教育委員会

蘇った遥なる邪馬壷国土佐上古代史研究所

埋蔵文化財調査室年報５昭和62年度㈱北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

研究紀要一第３号一（埋蔵文化財調査室開設10周年記念特集号）

剛北九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

福岡市埋蔵文化財センター年報第８号福岡市埋蔵文化財センター

福岡県史近代史料編福岡藩御用帳（一）福岡県

福岡県史近代史料編福岡藩御用帳（二）福岡県

福岡県史近代研究編各論（一）福岡県

福岡県史近代史料編筑豊石炭鉱業組合（二）福岡県

福岡県史近代史料編柳川藩初期（下）福岡県

福岡県史近代史料編農民連動（二）福岡県

文明のクロスワード第30号博物館等建設推進九州会議

五世紀の北九州‘倭の五王，時代の国際交流北九州市立考古博物館

昭和62年度（1987）福岡市埋蔵文化財センター

福岡市埋蔵文化財センター年報第７号

宇佐風土記の丘歴史民俗資料館年報1988大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

古噛文化の世界一豊の国の支配者たち大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

鹿児島大学埋蔵文化財調査年報Ⅵ鹿児島大学埋蔵文化財調査室

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1989

1988

1987

1989

1989

1989

1988

1988

1989

1989

1988

1988

1989

1989

1988

1989

1989

1989
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３５大分市埋蔵文化財調査年報

文化財愛護シンボルマーク

ひろげた両手のひらのパターンによって、日

本建築の亜要な婆業である斗換（ますぐみ）

のイメージを表し、これを三つ煎れることに

よって、文化財という民族の辿耀を過去、現

在、未来にわたり永遠に伝承していくという

愛謹精神を象徴したものです。
（昭和41年５jl26I~1決定）

大分市埋蔵文化財調査年報１

１９９０

発行日
平成２年１２月３１１１

細集・発行

ﾉ<分Ilj教fif委典公社会教育裸文化財室
大分市価揚町２番３１｝j・
〒870（0975）３４－６１１１


